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【基本方針１】
都市の成⾧を高める広域交通体系の構築
■計画目標：新高岡駅・高岡駅の利用者数の増加
（広域交通拠点としての機能の充実、利便性の向上を目指す。）

■評価指標①：新高岡駅・高岡駅の利用者数
（新高岡駅・高岡駅の１日あたりの乗客数の合計）

【基本方針２】
交通資源のフル活用による市内の移動利便性の確保
■計画目標：公共交通不便地域の解消
（市内の交通資源をフル活用し、市域全体の移動利便性の確保を目指
す。）

■評価指標②：公共交通不便地域の割合
（本市全区域の居住地面積に対し、20人/ha以上の人口集積があり、
かつ１時間当たり１本程度の運行頻度の公共交通圏域に入っていな
い区域面積の割合）

【基本方針３】
交通DX推進等によるサービス水準の向上と安全・安心な交通環境の維持
■計画目標：公共交通利用者の満足度の向上
（交通DXの推進等によるサービスの拡充や、駅・車両等の利用環境の
維持・改善により、快適で、安全・安心な公共交通の利用を目指す。

■評価指標③：公共交通利用者の満足度
（市民アンケート調査等における市内公共交通利用者の満足度）

【基本方針４】
生活の中で公共交通を利用するライフスタイルの普及・浸透
■計画目標：市民１人当たりの公共交通利用回数の増加
（モビリティ・マネジメントの推進や生活の中で公共交通を利用する
取組みの展開により、過度に自家用車に依存するライフスタイルから
の転換を目指す）
■評価指標④：市民１人当たりの公共交通利用回数
（公共交通利用者数を本市の人口で割り返した数値）
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42.2回/年 45.5回/年 47.2回/年
（1.7回増） 52.0回/年

令和６年度は北陸DCが開催されるなど、インバウンドを含む旅行需要の高まり
により、新高岡駅・高岡駅の利用者は前年度より約450人/日（4.1％）増加した。
新高岡駅の更なる利用促進に向け、誘客・送客に取り組むとともに、鉄軌道間
の接続性の向上や城端線の増便試行の継続など、引き続き、両駅の利便性向上
を図っていく。

10月に実施した「地域公共交通に関するアンケート調査」において、公共交通
利用者の満足度は、前回調査とほぼ同程度であった。デジタル技術を活用した
交通情報の提供にも引き続き取り組みながら、交通系ＩＣカードの導入による
利便性向上など、公共交通に対する満足度の向上を図っていく。
【ＩＣカード】万葉線 ：令和6年9月導入

城端線・氷見線：令和8年3月14日導入

令和５年度は中田地区、６年度は野村・木津地区において、市民協働型地域交通
システムの本格運行が始まったことで、公共交通不便地域の割合は令和４年度に
比べて2.4％減少している。今後も、戸出地区等市民協働型地域交通システムの導
入エリアの拡大に向けて、地域が取組むニーズ調査や実証運行等、段階に応じた
支援を行いながら、市民の移動利便性の確保と交通不便地域の改善に取り組む。

令和６年度の市民１人当たりの公共交通利用回数は、令和５年度よりも1.7回/年
増となり、モビリティ・マネジメントの推進等により、市民の生活に公共交通が
着実に浸透しているものと考えられる。引き続き、幼少期から公共交通の大切さ
や魅力に触れる機会の提供、ノーマイカー運動、パーク＆ライド等、市民が生活
の中で公共交通を取り入れるための意識醸成に取り組んでいく。


